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　平成23年1月31日に中央教育審議会から「今後の学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」（答申）が出されたところであるが、社会的・職業的自立のために必要な基礎的・汎用的能力という考え方が新たに示された。これは「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」「キャリアプランニング能力」という4つの能力を内容としており、これからのキャリア教育においては、勤労観・職業観に加えてこれらの力を身につけることが求められている。
高校生のための「キャリア教育＆就職支援ワーク集」には、基礎的・汎用的能力と対応する「7つのチカラ」（①自分を理解するチカラ、②職業とつなぐチカラ、③考えるチカラ、④行動するチカラ、⑤コミュニケーション力、⑥チームワーク力、⑦自立するチカラ）を身につけることをめざす49のワーク（第1部）と就職を具体的に支援するための17のワーク（第2部）が収録されている。作成したのは、大阪府教育委員会のキャリア育成推進事業（平成17～19年度）、府立高等学校総合活性化事業（平成19～20年度）や府立高校就職・就学支援事業（平成21年度）などを通して、大阪府立高等学校に関わってきた経験豊富な4名のキャリアカウンセラーである。これらのワークは高校現場におけるカウンセラーの経験に基づき、実際の高校生の姿を想定しながら、検討を重ねてつくられており、進学・就職の進路先を問わず、さまざまな高等学校における多様なニーズに応えることができる点が大きな特徴となっている。
もちろん、これらのワークをそのまま活用することが可能であるが、地域や学校、生徒たちの特徴に合わせ、教員が必要に応じて少しの工夫を加えることによって、より有効に活用することができる。すべてのワークを実施しようとするのではなく、それぞれの学校や生徒にとって必要なワークをみつけだし、それに取り組むことをひとつのきっかけとして、すべての府立高等学校の生徒たちに社会的・職業的自立に必要なチカラを身につけるとともに、納得のいく就職や進学に結びつけてほしいと期待している。
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